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平成２１年度長崎南山中学校・高等学校自己評価表

カトリック精神の下に健全なる青少年を育成する。学 校 教 育

基 本 方 針

人間の尊厳のために学校教育目標

みんなでめざそう 学力とマナーのレベルアップ重点努力目標

具体 評 価 総
評価項目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

項目 年度末 括

１ 学校経営 全職員が共通の理念に立った学校経営の参画における教育的成果の評価

(1) 学校教 学校の実態に即 「高い人格・広い教養・強 概ね達成されてい学校
育目標 した目標が設定 い責任感」に則った適切な る。挨拶と服装に関教育 3.0
の具現 され、教職員間 目標を設定する。 する指導はこれから目標
化 の共通理解のも も継続しておこなっ2.9

とに、教育目標 ていきたい。今年度の努力目標「みんなでめ

2.8の具現化を図 ざそう 学力とマナーのレベル

アップ」の具現化に努める。る。

(2) 経営方 経営方針が学校 学習指導・部活動・生徒指 何事にも一生懸命が学校
針の明 内外に明確に示 導の三本柱の学校経営ビジ んばるという指導方経営 2.7
確化と され、教職員間 ョンを全職員が共有し、教 針は伝わっていると方針
その実 の相互理解と保 育実践に努める。 思うが、勉強とクラ
践 護者・地域の支 ブの両立は、まだ改2.7

持に基づく教育 教育方針や育てたい生徒像 善の余地がある。
2.7活動を行う。 を生徒・保護者・地域社会

等に対して明確に示す。

学年目標の教員・生徒への 概ね達成されてい
浸透を図り、目標達成のた る。学年としての取2.8
めの教育活動を展開する。 り組みを明確にする

(3) 学年目 学校目標に沿っ ためにも、学年目標学年
標の具 た学年目標によ 学年会議を月１回以上開き に対する意識づけが経営 、 3.0
現化 る経営を行う。 目標の達成状況、指導上の 必要である。3.2

課題等について職員間の共
通理解を図り、統一的な指
導を行う。

学校目標や学年目標に沿っ 概ね良好である。し
て、学級の実態に応じた学 かし、クラス担任の
級目標を設定し、学級経営 指導によってクラス2.8

(4) 学級目 学校目標及び学 を行う。 の雰囲気の良し悪し学級
標の具 年目標に沿った が分かれてしまう状経営 2.8
現化 温かい学級づく 個別面談を学期に１回以上 況は否めない。生徒

りを行う。 実施し、学級生徒の多面的 が自ら活躍できるよ3.0
理解を深める。 うに手助けできる雰

囲気づくりに努めた
生徒が主体的・意欲的に活 い。2.7
動する学級経営に努める。
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具体 評 価 総
評価項目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

項目 年度末 括

２ 教育活動 教育活動全般における計画的、組織的な教育的成果の評価

(1) 創意工 学習指導要領の クラスの特性や個々の生徒 進学クラスに対して教育
夫を生 主旨が生かされ の進路に適した教育課程を もっときめの細かい課程 2.8
かした た特色ある教育 編成する。 手当を実践したい。の編
適切な 課程を編成す 特進・国公立クラス成 2.7
教育課 る。 教育課程の実効性や、教育 はよく頑張ってい
程の実 目標の達成状況を定期的に る。2.6
施 検証する。

各教科科目の年間指導計画 教員個人はよく頑張
（シラバス）を作成し、学 っていると思う。惜2.8
習目的や学習方法を事前に しむらくは研究授業
生徒に説明する。 などを通してお互い

の情報交換を行う機
わかる 創意工夫がなさ 基礎学力・基礎技術の習得 会があまりないとい2.9
授業の れた学習指導を の徹底を図る。 うことである。それ
展開と 行う。 ぞれの教科で、共有2.8
工夫・ 生徒の自主的な学習意欲を できる教材があれ
改善 喚起するため、導入・展開 ば、個々人の授業の2.7

(2) に工夫した授業を行う。 準備はもっと効率が教科
上がるはずである。指導

わかりやすい授業づくり・
2.9授業改善を推進するため、

生徒による授業評価を定期
的に実施する。

評価基準に基づき、共通理 評価に関しては概ね2.9
適切な 教職員の共通理 解のもとで評価を行う。 達成できている。フ
学習評 解のもとに適切 ィードバックに関し2.7
価 な評価を行う。 評価をその後の授業にフィ ては改善の余地があ

ードバックし、指導と評価 る。2.5
の一体化を図る。

(3) ねらい 学習指導要領の 生徒に身につけさせたい力 南山祭での展示物な総合
が明確 ねらいをふまえ を明確にし、年間計画に基 どが発表のチャンス的な
で創意 て、地域や学校 づいて各学年のねらいに沿 ではあるが、生徒の学習 2.6
工夫を の特色を生かし った学習活動を展開する。 自立性を養うためにの時 2.3
生かし た活動を行う。 ももっと努力と工夫間
た活動 各学年ごとの主題を設定し が必要である。、 2.0

年１回発表会を実施する。

ﾎｰﾑﾙｰﾑ 学校・学年の教 年間計画に基づいて、事前 生徒会活動や体育祭
活動の 育目標に沿った 準備をよく行い、活発なホ などの学校行事は年
充実 年間計画によ ームルーム活動を実践する 毎に改善が行われ、。 2.5

り、活発な活動 概ね良い成果を上げ
を行う。 ている。しかしその

受け皿となるホーム2.8
(4) 生徒会 生徒の自発的・ 生徒の自発性・自主性を促 ルームレベルの活動特別

活動の 自主的な活動を し、積極的に生徒会活動に は、まだまだてこ入活動 3.0
充実 推進する。 参加させる。 れが必要かと思われ

る。
学校行 生徒の実態に即 効果的な学校行事となるよ

3.1事の充 した効果的な行 う、常に見直しを行い、活
実 事を行い活動内 動内容を工夫する。

容を工夫する。
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具体 評 価 総
評価項目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

項目 年度末 括

２ 教育活動 教育活動全般における計画的、組織的な教育的成果の評価

８時２０分以降の登校者を 年々、指導に手のか
ゼロとし、出席率９９％以 かる生徒が増えてい2.7
上を目指す。 る印象は否めない。

(5) 基本的 生徒理解に基づ そのために、生徒指生徒
な生活 き、全教職員で 挨拶や礼儀、容儀等の指導 導の教員だけに負担指導
習慣の あいさつ・マナ を徹底し、節度ある規則正 がかかっている感じ2.9 2.8
確立 ー・礼儀等のき しい生活を身につけさせる である。協力体制を。

め細かな生徒指 整備していきたい。
導を行う。 悩みを抱える生徒の早期発

2.9見に努め、適切な教育相談
を行う。

国公立大100名（うち長崎 少し無謀かとも思え
大学30名 、南山大15名・西 る目標を立てそれに）
南大15名、福大40名の合格 チャレンジした結3.2
を目指し、その目標達成の 果、国公立大学合格
ための教育活動を展開する に関しては、見事目。

(6) 進路指 系統的・計画的 標を達成することが進路
導の充 な進路指導を行 進路選択に役立つ情報を系 できた。進路指導部指導 3.0 2.9
実 う。 統的に提供する。 を中心に学年・教科

ともにがよくがんば
進路実現に向け、模擬試験 った。進学とキャリ
や検定試験、講演会、三者 ア教育をもっとリン3.1
面談等を計画的に行う。 クできたら、生徒た

ちの進路選択に大き
職業観・勤労意識を醸成す く貢献できると思わ
るためにキャリア教育を推 れる。2.3
進する。

教科を通して出来るだけ読 今年度より朝の読書2.9
(7) 読書活 読書活動を通し 書の機会を提供している。 の時間を設けた結読書

動の充 て、豊かな人格 果、本の貸し出しや教育
実 と落ち着いた生 図書だよりの発行に努める 図書館の利用が大幅3.1

活態度を養う。 とともに、図書委員を活用 に増加した。今後も3.3
して図書館の利用や本の貸 読書の習慣を身につ
し出しの拡大を図る。 けさせたい。

生徒の心身の健康について スクールカウンセラ、
学級担任・養護教諭・分掌 ーに月２回ではある3.2
等の連携を密にした指導を が来ていただくよう
行う。 になって、心身の健

康に対する配慮は充
安全確保について生徒や保 実してきている。し

(8) 健康や 健康・安全な生 護者への啓発を促し、組織 かし、悩みを打ち明健康 3.0 2.8
安全に 活を送るための 的に対応できる危機管理体 けられずに苦しんで・安
対する 指導を行う。 制を整える。 いる生徒がいること全教
態度の も念頭に置かなけれ育
育成 全校集会、ホームルーム指 ばならない。今年は

導を通して、交通安全教育 新型インフルエンザ2.7
や安全衛生教育を徹底する が流行したが本校の。

とった早めの対応は
心身の健康づくりを推進す 評価できる。

2.4るため 「食育」の実践を図、
る。
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具体 評 価 総
評価項目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

項目 年度末 括

２ 教育活動 教育活動全般における計画的、組織的な教育的成果の評価

(9) 人権尊 人権尊重に関す 日常の教育活動の過程にお 毎日の校内放送で行人権
重に対 るさまざまな課 いて、人権尊重の精神を培 われる「朝の心」や・同
する普 題を認識させ、 うことにより、互いに助け 宗教の授業が果たす和教 2.8 2.8
遍的価 解決のための実 合い協力しながら課題を解 役割は大きい。育
値観の 践力を身につけ 決しようとする態度を育成
醸成 させる。 する。

部活動への積極的な参加を 概ね良好である。何
奨励し、学校生活の満足度 事も一生懸命に取り
を高めるとともに、学習と 組むことは大切だ2.8
の両立ができるよう支援を が、学生の本分は学

(10) 部活動 部活動への参加 行う。 業にあるという前提部活
の活性 を奨励し、活発 を忘れてはならな動 2.9
化 な活動を行う。 部活動を通して、達成感や い。クラブ活動だけ

挫折感等を共有する過程で で勉強をしない生徒、
忍耐力及び協調の精神、コ への配慮がこれから3.0
ミュニケーション力等のた は必要となろう。
くましい人間力を育む。

新型インフルエンザの影ボランティア情報を提供し、 2.8
響で老人ホームでのボラ(11) ボラン ボランティア意 主体的な参加を奨励する。ボラ
ンティア実習はできなかンテ ティア 識の高揚を図る
ったが、まち歩き双六大ィア 活動の 施設等への訪問活動や環境 2.8
会のスタッフやライオン活動 充実 美化などの身近で取り組み 2.8
ズクラブの植樹活動、歳やすい活動の機会を設定し、

。奉仕の心を育成する。 末の募金等で協力できた

(12) 各種資 個に応じた指導 英語検定、漢字検定等に果 在学中に英検２級以資格
格取得 の一環として、 敢に挑戦することを奨励し 上の資格を取る生徒取得 、 3.1 3.1
の奨励 各種資格取得を 学習意欲の喚起につなげる が多いということは。

奨励する。 喜ばしいことであ
る。

３ 組織運営 教育活動の円滑化、教師集団の協働性に関わる教育的成果の評価

年度の実態に応じ、各分掌 職員間に学校改革の
の課題確認と分掌業務の改 必要性に対して共通2.9

(1) 適切な 各自の役割分担 善に努める。 理解があり、徐々に校務
役割分 が明確であり、 できるところから改分掌
担、組 分担に応じて適 校務全体の円滑な推進のた 善を考えていこうと
織的な 切に校務を処理 め、各分掌間・学年間の相 いう前向きな雰囲気2.9 2.9
活動と する。 互連携を図る。 がある。
運営

2.9分掌ごとの業務記録、資料
保存に努める。

(2) 目的に 目的に沿って適 各委員会の設置目的を確認 機能していない委員各種
応じた 切に委員会を設 し、その実現に向けて効果 会の見直しが今後の委員 2.6
適切な 置し 運営する 的な話し合いを行う。 課題である。会 、 。

2.5委員会
の設置 各種委員会での話し合いの

2.5とその 結果を教職員の各業務に反
運用 映させ、教育活動や学校経

営等に生かす。
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具体 評 価 総
評価項目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

項目 年度末 括

３ 組織運営 教育活動の円滑化、教師集団の協働性に関わる教育的成果の評価

生徒の実態や自校の課題を 全職員間での研修は
踏まえ、全教職員による校 概ね達成できてい2.9
内研修を年２回以上行う。 る。指導実践力の向

上を図るための校内
指導実践力の向上を図るた での研修のあり方が

(3) 研修体 計画的・組織的 め、研究授業及びその検討 今後の課題である。校内 2.3 2.5
制の確 に授業研究等を 会（授業研究）等の機会を研修

。立と実 行う。 各教科とも年１回以上行う
践

校外研修の受講者が、必要
2.3に応じてその内容を他の教

職員に伝達する機会を設け
る。

(4) 教職員 教育センター等 教育センター・私学協会等 数人ではあるが毎年現職
の資質 の研修に積極的 で開催される研修会に計画 計画的に研修会に参教育 2.5 2.5
向上へ に参加する。 的・積極的に参加し、教職 加している。情報の
の取り 員の資質の向上を図る。 提供を図る必要があ
組み る。

４ 教育環境 学校の置かれている条件や環境に関わる教育的成果の評価

日常の清掃活動に全校生徒 清掃活動に関しては、
全教職員で積極的に取り組 概ね達成できてい2.8
む。 る。省エネに関して

は、具体的な数値を
特別な清掃活動（大掃除・ 提示して意識づけを

(1) 潤いの 日々の清掃を充 地域清掃活動等）を年３回 する必要がある。早学校 3.1
ある生 実させ、美化意 以上実施する。 急に取り組まなけれ環境
活環境 識を高める。 ばならない課題であの整 2.7
の整備 日常生活の中で環境美化の る。備

2.9意識を高める指導に取り組
む。

省エネ運動を推進し、水道
1.8・電気・紙等の使用量を前

年比５％減に努める。

(2) 活用と 施設・設備の有 施設・設備の安全点検や補 概ね達成されてい施設
安全管 効な活用が図ら 修を月１回以上行い、環境 る。今後とも、施設・設 2.8
理 れ安全点検等の 整備を図る。 ・設備の安全点検を備の

管理を適切に行 意識し、快適な環境管理 3.0
う。 日常の教育活動や指導は、 を保ちたい。3.2

常に安全を優先して行う。

パソコンによる校務処理を 概ね達成されてい
推進してデータの共有化を る。ただ、個人情報3.1

(3) 教育活 パソコン等を使 図り、効率的な事務作業を の管理については、情報
動全般 った校務処理を 行う。 まだ改善の余地があイン
の情報 適切に行う。 る。早急に対策を講フラ 3.0
化 パソコン上の生徒情報等の じたい。の設 2.9

管理の徹底を図る。備・
充実

3.0諸帳票類の管理保管体制を
整え、適切に運用する。
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具体 評 価 総
評価項目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

項目 年度末 括

５ 開かれた学校づくり

保護者との個別面談を年２ 保護者との連携・協
回以上行い、生徒の状況に 力体制については、3.0

協力体 生徒に関する情 ついて学校と保護者が緊密 概ね達成されてい
制の確 報を相互に交換 に連絡や情報交換を行う。 る。これからも保護
立 する。 者が育友会活動に対3.1

(1) 育友会総会等を活用し、生 してより一層関心を保護
徒の状況について説明を行 もつように、対策を者と 3.1
う機会を設定する。 とっていきたい。の連

携
自主的な育友会活動が活発

3.0育友会 支援と活性化を に展開され、学校もその活
活動の 積極的に図る。 動を積極的に支援する。

3.0充実
2.9育友会関係の会議への参加

率向上に努める。

各教科や部活動等において 生徒募集や職員募集、
関連校との効果的な情報交 の観点から考えて2.7
換や連携に努める。 も、地域との連携を

もっと大切にしてい
(2) 学校間 他校や異校種と 関係の深い中学校や大学等 かなければならな地域

連携の の必要に応じた との情報交換や連携に努め い。外部講師によるや関 2.7 2.8
充実 効果的な連携を る。 平和学習や進路講話係機

行う。 ・消費者生活センタ関と
地域等からの苦情等に対し ーなどからの講師招の連 、
適切に対応できる体制を整 聘は今後も続けてい携 2.9
備するとともに、改善を速 きたい。
やかに行う。

外部講 教育目標に沿っ 年間計画に基づき、平和学
2.8 2.8師の活 て、外部講師招 習・進路講話・交通講話等

用 へいによる教育 に外部講師を積極的に活用
活動を行う。 し、教育的効果を高める。

ホームページの更新を定期 生徒募集をめぐる学
的に行い、学校情報の積極 校間の競争が激しく2.8

ホーム ホームページを 的発信に努める。 なっている昨今、学
ページ 見やすくし、定 校情報の公開につい2.7
の更新 期的更新を行う 学校情報の内容（諸活動） ては入念な研究が必

が、ホームページ更新に反 要である。入試広報2.7
映されるよう担当者との連 のスタッフの努力が
携を図る。 報われるような「し

(3) かけ」が必要だと思学校
学校方針や具体的な教育活 われる。情報
動の内容について、適切なの公

2.7開 情報を地域や関係機関に提
供するため、学校だよりを

学校情 学校方針や具体 年２回以上発行する。
報の広 的教育活動につ
報 いての情報を保 ポスター配布や説明会の開

3.0 3.0護者等へ積極的 催など適切な広報活動を行
に提供する い、中学生の進路選択に関

する資料を提供する。

学校の特色を感得・理解す
る機会としての体験入学 オ（

3.3ープンスクール）を積極的
に開催し、入学希望者の増
加に努める。
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